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適
正
な
事
務
事
業
遂
行
の
た
め

必
要
な
職
員
数
を
確
保
せ
よ

職
員
の
福
利
厚
生
施
設
と
し
て
の

地
下
食
堂
の
復
活
を

耐
震
化
を
含
め
た

橋
り
ょ
う
修
繕
計
画
に

発
達
障
が
い
児
者
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ

共
に
生
き
る
社
会
を
創
造
せ
よ

こ
れ
で
い
い
の
か

市
の
借
金
864
億
円
・
未
収
金
53
億
円

市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る

立
体
横
断
施
設
の
設
置
に
政
治
決
断
を

災害に強い橋の整備を

　
緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
佐
藤　
　
敦

一　
職
員
と
給
与
に
つ
い
て

問　

新
は
だ
の
行
革
推
進
プ
ラ
ン
の

「
職
員
数
の
適
正
化
」
は
削
減
で
は
な

く
事
務
事
業
の
遂
行
に
必
要
な
職
員
の

確
保
に
努
め
る
べ
き
と
思
う
。
行
革
を

進
め
る
中
、
職
員
の
意
欲
を
維
持
・
向

上
さ
せ
る
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
人
事
評
価
に
お
い
て
個
々
の
能
力

や
実
績
を
的
確
に
把
握
し
、
効
果
の
あ

る
適
材
適
所
の
人
材
配
置
や
能
力
開
発

に
よ
る
仕
事
効
率
の
一
層
の
推
進
を
図

り
た
い
。
ま
た
、
給
与
面
で
は
、
良
好

な
職
員
に
対
し
、
昇
給
や
勤
勉
手
当
で

の
加
算
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
用
し
、

職
員
の
意
欲
の
維
持
・
向
上
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

問　
新
東
名
高
速
道
路
の
開
通
に
伴
い

本
市
消
防
の
管
轄
が
増
大
す
る
た
め
、

分
署
や
救
助
隊
員
を
増
や
す
こ
と
に
な

れ
ば
職
員
数
の
増
加
を
考
え
る
べ
き
だ

と
思
う
が
、
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
定
数
条
例
の
改
正
も
視
野
に
入
れ
、

必
要
な
組
織
体
制
を
検
討
し
た
い
。

要
望　
給
与
面
で
管
理
職
と
一
般
職
の

逆
転
現
象
が
起
き
な
い
よ
う
、
給
与
制

度
を
見
直
し
て
ほ
し
い
。

二　
財
政
運
営
に
つ
い
て

問　
現
市
長
が
就
任
以
来
、
市
の
借
金

は
減
り
、
貯
金
は
増
え
て
い
る
が
、
市

内
中
小
事
業
者
の
経
営
安
定
化
の
た
め

に
も
、
公
共
事
業
に
必
要
な
財
源
を
投

入
し
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
借
金
は
今
後
も
減
ら
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
が
、
市
の
発
展
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
必
要
な
施

策
、
分
野
に
は
し
っ
か
り
と
財
源
を
投

入
し
て
い
き
た
い
。

　
民　
政　
会　
　
　
阿
蘇　
佳
一

一　
財
政
再
建
に
つ
い
て

問　
本
市
の
借
金
は
８
６
４
億
円
で
、

内
訳
は
、
市
債
８
０
２
億
円
、
土
地
開

発
公
社
32
億
円
、
学
校
建
設
公
社
12
億

円
、
債
務
負
担
行
為
18
億
円
と
な
り
、

未
収
金
は
53
億
円
あ
る
。
平
成
24
年
度

の
国
の
補
助
金
は
66
億
円
、
県
の
支
出

金
は
32
億
円
だ
が
、
今
後
、
補
助
率
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
行
政
の
ス
リ
ム

化
に
取
り
組
む
決
意
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
推
進
、

民
間
委
託
等
の
推
進
な
ど
６
つ
の
改
革

の
視
点
で
、
27
年
度
ま
で
に
40
億
円
を

生
み
出
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

二　
青
少
年
の
未
来
に
つ
い
て

問　
東
海
大
学
の
望
星
丸
を
活
用
し
た

洋
上
体
験
研
修
は
、
延
べ
10
回
で
８
３

８
人
の
中
学
生
が
参
加
し
て
い
る
が
、

成
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
参
加
者
や
保
護
者
か
ら
、
体
験
を

通
し
て
人
間
関
係
が
広
が
っ
た
と
い
う

声
も
あ
り
、
継
続
し
て
い
き
た
い
。

三　
安
全
で
健
康
な
ま
ち
に
つ
い
て

問　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
32
万
人
が

死
亡
し
、
富
士
山
の
噴
火
で
は
40
万
人

が
被
害
を
受
け
、
本
市
で
も
約
20
㌢
㍍

の
灰
が
積
も
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、

対
策
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
平
成
27

年
に
完
成
す
る
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
再

編
整
備
事
業
で
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

を
予
定
ど
お
り
設
置
す
る
の
か
。

答　
県
内
自
治
体
間
で
の
支
援
、
帰
宅

困
難
者
対
策
な
ど
24
年
度
中
に
防
災
計

画
を
修
正
し
た
い
。
ま
た
、
入
門
的
な

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
多
目
的
に
利
用
可

能
な
広
場
と
し
て
計
画
を
進
め
て
い
く
。

　
新
政
ク
ラ
ブ　
　
　
今
井　
　
実

一　
鶴
巻
温
泉
駅
南
口
広
場
整
備
事
業

に
つ
い
て

問　
地
域
か
ら
の
強
い
希
望
で
あ
る
、

に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
な
る
駅
前
広
場
の

整
備
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
駅
前
広
場
周
辺
地
区
に
つ
い
て
は
、

市
民
構
想
の
骨
格
的
な
理
念
や
思
い
を

取
り
入
れ
た
土
地
区
画
整
理
的
な
手
法

に
よ
り
、
調
整
、
整
備
を
進
め
て
い
る
。

問　
地
域
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
不

可
欠
な
立
体
横
断
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
橋
上
駅
舎
と
同
等
の
機
能
を
持
っ

た
立
体
横
断
施
設
を
検
討
し
て
お
り
、

年
内
に
全
体
像
や
今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
提
示
し
た
い
。

問　
現
在
移
転
希
望
が
無
く
、
市
営
駐

車
場
と
し
て
活
用
し
て
い
る
事
業
用
地

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
不
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合

は
、
別
の
用
途
や
本
事
業
の
事
業
費
の

一
部
と
し
て
の
売
却
を
考
え
て
い
る
。

二　
よ
り
実
効
性
の
あ
る
防
災
対
策
に

つ
い
て

問　
平
成
24
年
７
月
14
日
未
明
の
豪
雨

で
は
、
被
害
対
応
や
市
民
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
対
し
、
十
分
な
対
応
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
初
動
対
応
強
化
の
た
め
、
水
害
対

策
検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
、
迅
速
な
対

応
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問　
防
災
力
向
上
の
対
策
と
し
て
、
市

民
力
を
生
か
し
た
地
域
防
災
組
織
の
立

ち
上
げ
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
自
治
会
と
協
力
し
、
実
現
に
向
け

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

新
政
ク
ラ
ブ　
　
　
高
橋　
徹
夫

一　
地
下
食
堂
の
復
活
と
職
員
の
健
康

管
理
に
つ
い
て

問　
平
成
21
年
９
月
ま
で
本
庁
舎
の
地

下
食
堂
が
営
業
さ
れ
、
職
員
や
市
民
に

食
事
を
提
供
す
る
と
と
も
に
健
康
管
理

の
一
端
を
担
っ
て
き
た
と
考
え
る
。
現

在
は
、
食
堂
兼
談
話
室
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
食
育
推
進
や
地
場
産
品

の
消
費
拡
大
の
た
め
、
地
下
食
堂
を
復

活
し
て
は
ど
う
か
。

答　
地
方
公
務
員
法
の
趣
旨
に
の
っ
と

り
、
職
員
の
福
利
厚
生
施
設
と
し
て
設

置
し
た
。
昼
食
形
態
の
多
様
化
に
よ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
新
規
事

業
者
へ
の
切
り
替
え
を
考
え
た
が
、
条

件
面
で
合
わ
ず
閉
鎖
し
た
。
現
在
は
、

弁
当
の
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
万
全
と

は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
現
状
で

で
き
る
努
力
を
行
っ
て
い
る
。

二　
鳥
獣
等
の
被
害
対
策
に
つ
い
て

問　
地
球
温
暖
化
や
狩
猟
者
の
減
少
、

地
域
農
業
者
の
高
齢
化
、
里
地
利
用
の

低
下
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
で
野

生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
や
生
活
環
境
へ

の
被
害
が
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
被
害
防
止

対
策
を
ど
う
講
じ
て
い
る
の
か
。

答　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
ニ
ホ
ン
ザ
ル
な
ど

に
よ
る
山
麓
部
で
の
農
業
被
害
や
ハ
ク

ビ
シ
ン
の
民
家
侵
入
に
よ
る
生
活
被
害

が
発
生
し
て
い
る
。
特
に
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
行
動
域
の
拡
大
で
ヤ
マ
ビ
ル
に
よ

る
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
。
県
が
策
定

す
る
特
定
計
画
や
、
周
辺
市
町
村
と
も

連
携
を
図
り
、
各
種
対
策
を
計
画
的
、

戦
略
的
に
実
施
し
て
、
被
害
防
止
に
努

め
て
い
き
た
い
。

　
公　
明　
党　
　
　
山
下　
博
己

一　
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
に

つ
い
て

問　
Ｃ
О
２
削
減
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
に
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
削
減
が
必
要
で
あ
り
、

節
電
効
果
が
高
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
転

換
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
。
各
自
治
体

の
節
電
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

県
は
、
全
施
設
の
蛍
光
灯
約
７
万
本
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
決
定
し
、
箱
根
町
で
は
３

庁
舎
に
あ
る
大
半
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

し
て
お
り
、
節
電
分
の
電
気
料
金
で
リ

ー
ス
代
を
賄
う
こ
と
が
で
き
、
新
た
な

財
源
は
不
要
で
あ
る
。
本
市
で
は
全
施

設
の
蛍
光
灯
約
５
万
本
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し

た
場
合
、
節
電
効
果
は
年
間
約
５
０
０

０
万
円
で
、
Ｃ
О
２
削
減
量
は
約
１
０

０
０
㌧
、
ブ
ナ
の
木
約
９
万
本
に
匹
敵

す
る
。
新
た
な
財
源
の
不
要
な
リ
ー
ス

方
式
に
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
施
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
本
市
に
合
っ
た
最
適
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
の
導
入
方
法
を
し
っ
か
り
と
検
討
し

て
い
き
た
い
。

二　
橋
り
ょ
う
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
つ
い
て

問　
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
は
耐
震
化

　
公　
明　
党　
　
　
野
田　
　
毅

一　
発
達
障
害
施
策
に
つ
い
て

問　
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な

い
、
対
人
関
係
が
う
ま
く
取
れ
な
い
な

ど
、
情
緒
や
行
動
上
の
課
題
を
抱
え
た

児
童
が
増
加
し
て
お
り
、
個
々
の
発
達

段
階
や
障
害
程
度
に
応
じ
た
ケ
ア
が
必

要
で
あ
る
が
、
発
達
障
が
い
児
お
よ
び

発
達
に
課
題
の
あ
る
児
童
に
対
す
る
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
発
達
に
課
題
が
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
未
就
学
児
童
に
は
、
こ
と
ば
の
相
談

室
で
の
発
達
検
査
に
よ
り
、
言
語
能
力

や
社
会
適
応
性
な
ど
を
把
握
し
、
発
達

課
題
な
ど
に
応
じ
て
適
切
な
療
育
を
行

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
訓
練
が
必
要
な
場

合
は
、
日
常
生
活
動
作
や
集
団
適
応
訓

練
な
ど
を
集
中
的
に
行
う
、
た
ん
ぽ
ぽ

教
室
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

24
年
度
か
ら
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
１
か
所
、
児
童
発
達
支
援
事
業
所
２

か
所
と
連
携
し
、
さ
ら
な
る
支
援
の
充

実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
学
校
生
活
に
お
け
る
発
達
障
が
い

電話（82-9652）、ファクス（84-2299）、郵便のほか、メール（gikai@city.hadano.kanagawa.jp）、ホームページからもお問い合わせいただけます。秦野市議会へのお問い合わせ

　

一
般
質
問
は
９
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
の
３
日
間
、
19
人
の
議
員
に
よ

っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
質
問
は
、
教
育
や
防
災
に
関
す
る
も
の
を
は
じ
め
、

市
政
全
般
に
わ
た
り
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

（
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
、
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
）

一

般

質

問

は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
落
橋
防
止
な
ど
の
耐
震
化
を
含
め

て
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
耐
震

化
を
含
め
た
修
繕
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
納
期
の
短
縮
や
コ
ス
ト
の
削
減

も
図
れ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
今
後
、
耐
震
化
基
準
に
対
す
る
調

査
を
実
施
し
、
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
場
合
は
耐
震
補
強
な
ど
の
対
策
を
修

繕
計
画
と
併
せ
て
実
施
し
て
い
く
。

児
お
よ
び
発
達
に
課
題
の
あ
る
児
童
に

対
す
る
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
特
別
支
援
学
級
や
通
級
指
導
教
室
、

通
常
の
学
級
で
の
支
援
な
ど
、
状
況
に

応
じ
た
体
制
で
支
援
に
努
め
て
い
る
。

医
療
や
福
祉
な
ど
の
専
門
機
関
の
ほ
か
、

地
域
な
ど
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し

な
が
ら
、
幼
小
中
学
校
の
継
続
的
な
教

育
支
援
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
発
達
障
害
が
見
過
ご
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
対
人
関
係
や
就
職
に
悩
ん

で
い
る
大
人
が
多
い
た
め
、
適
切
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
教
職
員
の
資
質
向
上

に
努
め
て
ほ
し
い
。

行
政
主
導
で
な
く

住
民
参
加
型
の
合
意
形
成
を

　
民　
政　
会　
　
　
古
木　
勝
久

一　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
と
公
民
館

に
つ
い
て

問　
行
政
主
導
の
公
共
施
設
再
配
置
計

画
の
推
進
に
当
た
り
、
住
民
と
の
合
意

形
成
を
ど
う
実
施
し
て
い
く
の
か
。

答　
節
目
ご
と
に
施
設
利
用
者
、
当
該

地
域
の
関
係
者
に
説
明
の
場
を
設
け
、

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

要
望　
将
来
、
ど
の
よ
う
に
施
設
運
営

を
し
て
い
く
か
市
民
と
行
政
が
し
っ
か

り
合
意
形
成
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
う
。
構
想
日
本
の
「
判
定

人
方
式
」
の
手
法
な
ど
を
合
意
形
成
の

手
段
と
し
て
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

問　
公
民
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
公

共
施
設
再
配
置
計
画
と
教
育
委
員
会
の

考
え
方
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

答　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
と
、
教
育

委
員
会
の
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
方
針

に
矛
盾
は
な
い
と
考
え
る
。

要
望　
危
機
意
識
を
あ
お
る
の
で
は
な

く
、
施
設
の
建
物
の
状
態
を
綿
密
に
調

査
し
、
施
設
仕
分
け
を
し
て
長
期
修
繕

計
画
で
長
寿
命
化
を
進
め
て
ほ
し
い
。

二　
児
童
虐
待
の
相
談
体
制
に
つ
い
て

問　
平
成
19
年
度
に
福
祉
と
教
育
の
相

談
窓
口
を
一
本
化
し
た
が
、
児
童
虐
待

に
関
す
る
利
点
は
な
に
か
。

答　
虐
待
が
学
校
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
も
多
く
、
教
育
側
面
の
支
援
が

必
要
で
あ
る
。
一
本
化
に
よ
り
両
側
面

へ
迅
速
な
支
援
が
で
き
て
い
る
。

要
望　
相
談
室
不
足
な
ど
の
相
談
環
境

の
問
題
や
、
連
携
体
制
に
も
問
題
が
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
性
を
発
揮
で
き

る
元
の
体
制
に
戻
し
て
ほ
し
い
。


